
ちらかと言えば「トレーニング」の概念に近い

ものでしょうか？

AH

そうですね。近いですが、より正確に、とい

うことになると「探求」ということになるかと

思います。

ご''1身の内にある既存の感党ではない、新し

い感覚を発見してもらうことなのです。
MK

人間には既に自分自身で自分自身を規定する

ことの出来る感覚があるけど、普通はそれを認

識できてない、もしくは自分の内に見つけられ

ないということでしょうか？

AH

そうです。私の施術ではクライアントが既に

持っているはずなのに捉えられていない情報に

気付いてもらうおr伝いをしているということ

になります。

まず、世界観つまり自己の内と外の世界を自

身の身体で、どのように捉え、感じているかの

違いによって、受け取る情報が変化するんです。

この時、出来る限り自分自身にとって最良の情

報を受け取るには、当然自立した状態が必要と

なるのです。私がここでお話している、その自立

した感覚というのは観念でもなければイメージで

もなく、純粋な身体感覚、生理的実感なのです。

MK

なるほど。それが「体感」だと。
AH

ええ。先ほどお話しました通り、究極的には

意識のみで自己を規定することが可能になると

考えているのですが、それはやはりいきなりは

無理です。

ですから、まずは身体感覚からその方向に進む

方が確実であるし、間違いが少ないと考えます。

MK

自ら積極的に自立・自律しようとすることが

ポジティブメンテナンスなんですね。

く 伽一
一
〃
、
、
『の 第32回

【前回のテーマは「ネガティブメンテナンスと

ポジティブメンテナンス｣、今回は「ポジティ

ブメンテナンスと自立」です｡】
MK

前回“人間存在というのは、何物にも依存せ

ず、自己のみで自己を規定できる得る”という

話になりました。

AH

ええ。究極的にということで、それに向かう

方向性として具体的処方であるポジティブメン

テナンスを私は自身の施術のゴールとしている

わけです。

MK

なるほど。究極的な自立・自律こそ真の健康

である、と。

AH

そうですね。

現代社会におけるコンシューマーインサイト

は広義に言えばネガティブが根底にあると思い

ますが、当然施術を受けるという事も根本には

ネガティブがあります。

わかりやすく言えば「痛みの予防」とか「再

発の防止」という動機です。

痛みや再発予防ということは、当然のことな

がら「またあの同じ痛みを繰り返したくない」

「同じ状態に戻りたくない」という意識があるか

と思います。その為の予防としての“メンテナン

スケア”は非常に良いことなのですが、私の目

指す“メンテナンスケア”では無いわけです。

MK

ポジティブな動機による来院。

ということは、表現が間違っているかも知れ

ませんが所I洲「トリートメント」ではなく、ど
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【前回のテーマは「心身の陰陽と頭寒足熱」、今
回は「問題解決の本質」です。】
AH：�朝倉穂高（ナチュラルケア水道橋外来センター）
MK：松浦孝一郎（神保町ハーモニーカイロプラクティックオフィス）

MK
　前回、心身は上下真逆の方向性があり、その
まま放置すると分離してしまう性質があり、そ
れを意識的に１つにすることが精神的背骨の強
化、つまり生命力を最大限に発揮させる鍵であ
り、それは実は昔から言われている「頭寒足
熱」と同じことであるというお話でした。
AH
　そうです。最も重大な大前提ですが、現代の
我々は“自然のままのヒト”ではありません。
　我々は発達した科学技術によって生活してい
ます。科学技術の発展は我々に多くの恩恵をも
たらしました。しかし、それによって失われた
ものもたくさんあります。
MK
　汚染や公害、新しい病気、異常気象、環境破
壊…
AH
　ええ。自然は本来のあるがままの自然ではな
くなっていますよね？
　我々の心身は、我々に“最も近い自然”です。
　これだけ自然が変化してしまった現代、我々
の心身だけ、ありのままの自然で居続けられる
でしょうか？
MK
　あり得ませんね。
AH
　第37回で触れた【境界線】というのを思い
出してください。我々は自身の内と外とをエネ
ルギーや物質、情報を選択的に交換しています。
MK
　ええ。

AH
　当然、現代のとても自然とは呼べない我々を
取り巻く環境から、自然ではないエネルギーや
物質、情報を取り入れて、それに適応しようと
しています。ですから、何が言いたいかと言う
と、今の我々の心身を放置してしまったら、そ
れは自然ではないということです。
MK
　ああ…なるほど。
AH
　生命は自然そのものです。ですから、生命の
持つ力を本来の状態に戻して全力で発揮させる
には、まずは自らの「心身を自然に戻すという
“手を加えないといけない”」ということなん
ですよ。
MK
　あ！そうかぁ…。
AH
　うん。そうなんですよ。この観方が無いと、自
然というものを誤解してしまうことになります。
MK
　あ！今その話を聞いて、自然農法を提唱され
た福岡正信氏の「放任と自然は違う」という言
葉を思い出しました。
AH
　さすが。ｗそうなんです。これは我々が従事
する自然療法や手技療法も同じで、その「放任
と自然は違う」という観方が根本にあって、そ
こから基本の検査や見立てがあるんです。
MK
　そもそも「自然ではない」からスタートして、
今の自分を放任することを止め、キチンと手を
入れてあげて、自然に帰る。
AH
　そう。我々の内から沸き起こる、欲望、衝動、
恣意…、これらを放任することが我々の心身に
問題を起こすんです。
MK
　それは自然な欲求ではないから…
AH
　その通り。つまり、あらゆる“問題の解決方
法”とは、“自然に戻す”ということなんです。

古くて新しい
健康のミカタ 第43回


